


在，私たちは激動の真っ只中にあります。世界に目を向けると，マネー

の動き，企業の動きは一国の狭い枠を超えてグローバルに，世界へと広

がっています。それと同時に，雇用問題も環境問題も平和問題も，やはりまた

一国で解決できるようなものではなくなってしまいました。私たちが行ったこ

ともない国の事件が，私たちの日常を左右するようになっているのです。国内

に目を向けても，私たちの身の回りに起こるさまざまな問題の多くは，個人で

は解決できないものです。それらはオープンに提起されており，従ってオープ

ンに解決されなければなりません。しかも，そのような国際的・国内的な問題

は全く新しい，きわめて多様・複雑な形で起こっているのです。このようなグ

ローバルでオープンな問題の解決の要請に，科学はどのように応えていけばよ

いのでしょうか？　対象である社会的な運動そのもののマクロ・ミクロの発展

に応じて，社会科学もまた専門化していきました。けれども，一つの専門領域

にしがみついても，当の専門領域が他のいろいろな専門領域と不可分に結び付

いてしまっているのです。　　このように，マクロで見てもミクロで見ても，も
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はや社会的運動の研究はばらばらの個人の能力を越えてしまいました。まさに

今こそ，共同研究が求められているのです。

現

来を代表するはずの批判的理論の方は，いったい，どうなっているで

しょうか。たしかに，これまでにも社会批判を主張する研究者たちは共未
同研究を行ってきました。ところが，それはあまりにもしばしば，閉鎖的な学

者ギルドの　　そしてそれを通じてやはり閉鎖的な政治的セクトの　　正当化

の役にしか立たないものではなかったでしょうか。他方では，ソ連の崩壊は既

存の社会批判の崩壊をあからさまにしました。これは驚くことではありません。

既存の社会批判は理論的には既にとっくの前から崩壊していたのです。でもソ

連の崩壊によって，研究者たちは心のつっかえ棒の最後の一本も取り払われ，

今やなんのためらいもなく自由に研究を行うことができるようになりました。
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けれどもそれと同時に，既存の社会批判の崩壊は，批判的理論一般の魅力を色

褪せたものにしているだけではなく，その自由な研究を保障する制度的な環境

をも奪ってしまいつつあります。そもそもその研究そのものが困難になりつつ

ある以上，今や，批判的理論の共同研究はますます困難になっています。

去には，現代社会の批判的な共同研究が，そしてそれとともにアンデパ

ンダンな研究会が，今日ほど大きな課題になっていたことはありません

でした。この研究会は，専門分野が異なる研究者たちがネットワークを組むこ

とで，この課題にアプローチしていきます。
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沿革

　この研究会は法政大学大学院の大谷ゼミに参加していた駒沢・中央・一橋・法政・立教大学

の院生が中心になって 1995年 4月29日に発足しました。それ以後，一年間の中断をへて続い

て今日に至っています。

会名

　この研究会の正式名称は International Social Movements研究会，略称は ISM研究会です。

会費

　会費はありません。ただし，例会に出席する方からは毎回，参加費（1回につき200円）を頂

きます。

会員

　会員資格はありません。既存会員の承認があれば，誰でも会員になれます。また，いつでも

好きな時に脱会することができます。いまのところ，会員数は 23人です。

活動

　ISM研究会は定期的に集まって例会を開いています。例会は原則として隔週日曜日の14:30
～ 18:00に開催されます。1年の会期は前半期と後半期とに分かれます。

　また，メーリングリスト上での議論も行っています。現在のところ，特定のテーマについて

例会を後追いする形で議論する ism-studyと，その他の話題，世間話，連絡事項，宣伝などを扱

う ism-topicsという二つのメーリングリストを開催しています。

　更に，掲示板を兼ねるチャットを通じて，日常の情報を交換しています。
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